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ガ ー ン ジ ー 島 の 傑 作(2)
'「 オ ー ト'ヴ ィ ル ・ ハ ウ ス 」 一ー 一
渡 辺 誠 一
.3階 「捌 の 間 」
「樹 の間 」 は,「 サ ロ ン ・ル ー ジコ」,「サ ロ ン ・ブル ー」(2階)と 同 じ
'
よ うに庭 に面 した部 屋 で,ユ ゴーの仕事 部屋 と寝 室に な る筈 であ った。現
在 「オー トヴ ィル ・ハ ウズ」で は,こ の部屋 は 「ガ リバ ルデ ィの部屋 」 と
、呼 ばれ てい る。
ユ ゴー は,「箱狩 り」 に よ って集 めた様 々 な 材 料 を用 い て,自 分 の著 作
と気 質 に似 せ て 「オー トヴ ィル ・ハ ウス」 を改造 していた訳 であ るが,そ
の結果 は,非 常 に見事 な,荘 厳 な作 品 が生 み出 され,全 く想 像 も及 ば ない
もの とな った。 黒檀 の よ うに ど っし りと した樹林 でで きた この も「樹 の間」
は,「 オー トヴ ィル ・ハ ウス」 の中で も傑 作 中 の傑作 と言 える。 その装飾
は ゴ チ ック様 式 が中心 で あ る。
ユゴーは 自分 の仕 事部屋 と寝 室 を作 り上 げ るの に懸命で あ った が,そ の
仕 事 は遅々 と して進 まず,そ の完成 までに はかな りの歳 月が かか る よ うで
あ った。 その為 ユゴT－は4階 に 「見晴 らし台」 を作 り,そ こを仕事 部屋 と
したのである。
苦心の末 に 「槻 の聞」は完成 するが;そ の装飾 と巨大 な家具 はあ まりに
も雄大で,英 雄的人物 きり使用で きないよ うな雰囲気 を醸 し出 していた。
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3階 の 平 面 図
ガ リバル デ ィは,1807年北 イタ リアの ニッツ ァで船乗 りの子 として生 ま
れ,1882年カ プ レラ島で亡 くな った イタ リアの愛 国的英雄 である。 彼はユ
ゴー とほぼ同 じ年代 を生 きてい る。
ガ リバ ルデ ィはサルデー ニ ャ王 国の海軍 に籍 を置 き,ジ ェノヴ ァで マ ッ
ツ ィー ニー派の革命的 陰謀 を指揮 し,ウ ルグ ァイの独 立戦争 に 参 加 し,
1848年の イタ リアの対 オース トリア解放 戦争に際 しては,同 志 とと もに義
(2)
勇軍 を組織 し,参 戦 した。北 イタ リアの戦線で イタ リア側が敗れると,今
度はローマ嘩 塾 撲 和革鰍 府の噛 に加わり・ナポレオン3世の干
渉 や ナポ リ王 国軍 の攻撃 に対 して ロー マ防衛 のため に敢 闘 した。49年7月,
ロー マ共和 政 府 が倒 れ ると,フ ラ ンス,オ 三 ス.トリア両 国軍 に追 われ る身
とな り,サ ン ・マ リノ,ピ エモ ンテ,ニ ュー ヨー ク と転 々 と亡命 した。54
年帰国 し・カプ レラ島に居 を構 えたカく・こ噸 か ら次第にマ ッツ ・ト ニ琉
の共和 主義か らサルデ一 二ャ王国によるイタ リア統一主義に転向,殊 に武
人風 のヴィッ トリオ ・エマヌエ レ2世 と好感 を分けあ うようにな った。59
年には アルプス義勇隊 を指揮 し1翌60年5月には 「千人隊」(赤ジャツ隊)
を組織 して,ブ ールボ ン王家の圧制 から南 イタ リアを解放するための遠征
にの 咄 レ・シチリア全島を解拠 た・そ嘩 も醐 皇麺 下にある・一
マ解放 娼 指 して鍾 するが・失敗レ カプ レラ島に引退 した。67年には
3度 目のロー々攻略 を敢行 するが,こ れ も失敗 し,.イタリア政府 の手でカ
プ レラ島に軟禁 されることにな った。 その後は,文 筆に時 をすご した り,・
ガ ンベ ッタの募兵に応 じた り,ボ ル ドー のフ ランス国民議会 に選 出された
り,テ ヴ三 レ川治水工事な どの大衆 の福祉増進のために働 きつつ余生 を送
った。「彼は イタ リア議会に も出,晩 年には 社会主義に も同情 を示 したが,
もともと政治家であるよりはぽ 勇鳳 燃 熱願 国家 であ り冷 なおイ
タ リアの国民的難 として醸 あ的 にな ってい習6」 ・ ・
ユ ゴーは,'この イタ リア の英雄 ガ リバル デ ィをガご ン ジ一鶴に招 いたの
であ る・ それ は,ガ リバル デ ィがカ プ レラ島に軟 禁(1867)され て少 し経
ってか らの こ とで あ った。 つ ま り,被 追放者 の 身であ る詩人 が,自 分 と同
　
壌 況に置かれた 自由の唱導者・「民衆のあの遍麟 士・あの理想の騎士」;
を歓待 しよ うとしたのである。 西






































この招待状には,祖 国愛,人 類愛に燃 える詩人の友情 と,当 時の詩人の
心境がは っき りと示 されている。
、
ガ リバル デ ィは,フ ランス語 の詩で これ に応 えてい る。
ユ868年1月26日,ユゴーは ブ リュッセル にい る妻 アデ ール とオー ギ ュス
ト ・ヴ ァク リに 次の よ うな 手紙 を書い てい る。 「……ガ リバ ルデ ィが返事
コ ロ コ コ ぼ の コ ロ
をよ こ しました。 韻文 で書 か れ てい ます。 しか も,フ ランス語 の韻 文 で書
かれ てい るので す6… …詩 法 にか な ってお りませ んので それ を公表 す る こ
ω
とは困難 で すが ……」
ガ リバ ル デ ィの訪 問は実 現 しな か った よ うで あ る。 それで も ユ ゴ ー は
「樹 の間」 をガ リバ ルデ ィの為 に とってお き,誰 に も使 用 させ なか った。
ユ ゴー 自身 も一度 も使 った こ とがな い と言 われ て いる。
「仕事 部屋 」 の入 口は,.・が っし りとした,重 厚 な2枚 の扉 で閉 じられて
い る。 各扉 に は4人 の聖人 が彫 り刻 まれ てい る。 聖 ペ トロ とその鍵,聖 パ
ウロ とその剣 な どがは っ.きりと認 め られ る。上位 の聖 人た ちは金箔 が施 さ
れ・ それ よ り下位 の聖人た ちは極 彩色が施 され て,赤 色 の背景 か ら浮 き出
てい る。少 し離 れた所 か ら眺 める と,教 会 で ステ ン ド ・ガ ラス の聖人 を見
てい る よ うな錯 覚 に陥 い る。 この扉 の下 部約3分 の1位 の スペー スには,
くロ
大 きな細長 い文字が,左 側 にはPERGE,右 側にはSVRGと 刻 まれ,金
箔が施 されている。
:ti(5)
この扉 の両側には,2本 の細長い螺旋形め円柱が立 ってお り,扉 の上方
の破風つ きポーチ を支 えてい る。 このポーチは大 きな櫃でできだ ものだが,
ルネサンス風 に仕上げ られそいる。
入 口の左手には,カ テ ドラルめ内陣で見られる聖職者席が壁面に添 って
設 け られている。 その背免せの部分はガー ンジ一席の3枚 の厚板で作 られ
てい る。 この椅子の南側には 「巻物になった羊皮紙」 をモチニ フに したパ
ネ ルが嵌め込 まれている。聖職者席 よ り少 し奥 まった所 には,ス ペ イン製
の明るい色調の戸棚 がある。 「ブ ユルゴスの家具」 と呼ばれている。 真 珠
母 と象牙 が象眼 されそいて,犬,小 鳥,花 びん,花 な どを描 き出 している。
この家具 のペ ジメ1ント`(古典建築の切妻壁)に は,長 い髭 を生 や した中国
の老人(議 翠製)が 一人立 っている。ペ ジメ ン トの両側にはPJ形の小 さな
肖像 画が掛か っている。左は炎に包 まれた女性の顔 を,右 は髭 を生 や した
男性 の横顔 を描 き出 した ものである。 この戸棚が押 しつけ られている壁面
・上方には,褐 色の皮 が張 られ,そ の上に,LESDIEUXSONTAUVAIN-
QUEUR,CATONRESTEAUXVAINCUSと記 されている。
「仕事蔀屋」の暖炉は,そ の荘厳な外観 と重厚な細工に よって 「サ ロン
・デ ・タピス リ」め 「搬の暖炉」 を思 い出させ る。壁面は完全 に姿 を消 し,
重々 しい,漆 黒の家具で天井 まで包み込 まれているのである。全体的 に黒
ずんだ,地 味な家具の寄せ集め にすぎないのであるが,ど の家具 を見て も,
一つ一つが優 れた作 品で,詩 人建築家の傑作 と言 えるものばか りである。
左端には,赤 地 に黒のデ ッサ ンが刻み込 まれた2枚 の羽 目板(ポ ル トガ
ル産)が あ る。 これは作 り付 け戸棚 の扉 の役割 を果 している。上部 の羽 目
板 には,2人 の裸婦 が衣服 をまとった,坐 っている女性の傍 に立 ってお り,
下の羽 目板 には,1人 の戦士 と1人 の女性が 描かれ,傍 らにSPAGNLA
と刻 まれてい る。
この羽 目板 と対称的にジ右端に も同 じような扉がある。上の羽 目板 には
3人の=裸婦 が浮彫 にされている。1人 の女性は果実 を摘 み,1人 は水 がめ
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を持 ち,も う1人 は泉か ら水 を汲 んでいる。極めて牧歌的な光景である。
下 の羽 目板 には男性 と女性 がそれぞれ1人 ずつ描 き出され,GERMANIA
と記入 されている。
左端の,肘 のつける位 の高さの棚板の上 には17世紀の木像(手 に本 を持
った聖人)が 載せ られている。
暖炉の中心的部分,炉 床 の上方は1メ ー}ル 位 の背丈の,4本 の人像柱
で装飾 されている。4人 の森 の精(2人 は男性,2人 は女性)を 象 った も
ので,男 性は果物 の冠 をいただいている。 この人像柱の背後 には大 きな鏡
が嵌 め込 まれていて,森 の精たち を引き立たせている。
この4本 の人像柱は巨大 なエ ンタブ レチ ュアを支 えている。'エンタブ レ
チ ュアには様々な人物 が彫 り刻 まれてい るが,特 に目立っのは,三 重冠 を
かぶ った立派 な司祭の前に膝 まついた1人 の戦士の姿である。 これは,恐
らく,『聖書』の挿話,ア ブラムを祝福 す るメル キセデク(「創 世の書」第
14章)を表現 した ものであろ'う。
アブ ラムがケ ドル ラホメル とその同盟者の王たちを負か して帰 って来た
時,サ レムの王 メル キセデクは,パ ンとぶ どう酒 を神 に捧げ,次 の言葉で
アブラムを祝福 したのである。
祝福 され よ,ア ブラム,
天 ど地 のつ くり主なる
いと高 き神 か ら!
あなたの手に敵 を渡 された
いと高 き神 に,祝 福 ノ
青いデルフの石板 と白いタイルでで きた暖炉 の棚の上,鏡 の正面には,
中国製の小立像(陶 器)が 置かれている。緑色のズボンをはいた,色 白の







びか けてい るかの如 くに口 をり‖けてし'る・ シ ャルル'ユ ゴーは,こ れは阿
くの
片吸 飲者 を象 った青磁 で,大 変優 れた作 品で あ る と述 べ ているが,実 際は
牧者 を象 った もので ある。
炉 床 の両脇 の羽 目板 には,左 にSUMNONSEQUOR,右 にSTOSED
FLEOと 刻 まれ ている。1859年g月22H,ユ ゴーは 手帳 に 「私 は トムに
タ くひ　
SUMNONSEQUORSTOSEDFLEOとい う銘 を彫 らせ,装 飾 さぜた:。」
と書いている。
暖炉の前には巨大 なルネサ ンス風の机 がある・太い螺旋形の8本 の脚で
支え られている。 この机 と暖炉 の間には大 きな肘掛 け椅子 が3っ 並んでい
鉱 中央の椅子が一番大 きく,・黒 っぽい厚 い皮で全体が覆われ,青 銅の鋲
で留め られている。 この皮 には,様 々な模様が浮彫 にされてお りパ背任せ
め裏側にはPATERと大 きく打ち出されている。右側の椅子は漆黒の桝だ
けで ㌣ てお り,裏 側 にはFILIUS・AMATUSAMATと 言己されてし・る。
左側の椅子 も右側のそれと同 じように黒光 りした桝でで きているが,背 托
せの中心的部分はつづれ織でで きている。 このつづれ織は可愛 らしい娘 を
描 き出 した ものであるが,そ の美 しい顔立 ちは,ユ ゴーの不運な愛娘 レオ
ゆ
ポルデ ィーヌ を想 起 させ る。 その裏側 にはMATERと 書か れて いる。 ユ
ゴーは最初 この部 分 にはSPIRITUSを入 れ よ うと思 っていた よ うであ る。
1859年1月12日の手帳 に,iゴ ーは 「皮製 の大 きな肘掛 け椅子 は完成 した。
背免 せの裏 側にはPATERと 書 いた。 木製 の 肘 掛 け椅 子 の 裏側 にはFI-
LIUSEと,そ してつ づれ織 の 裏にはSPIRITUSと書 こ う。 これ らの椅
子 は,3っ と も,大 きな机 の所 に置 くご とに しよ う。」'と書い てい る。 と
ころが,そ れ か ら2週 間後 にぽ 「3番 目の椅 子が完成 した。 そ の 裏 側 に
　
MATERと 書 いた 。」 と記 してい るので あ る。
机 の上 には銅製 の書 見 台が置かれ てい る。
「仕 事部屋 」 の天 井は3枚 のつ づれ織 で覆 われてい る。 中央 の っつれ織
が一一・;IK大き く,美 しい。 これは,フ ラ ン ドル地 方 の,16世紀 の織 物 で,パ
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くゆ
リスの審判 を描 き出 している。次のよ うな言葉 も織 り込 まれてい る。
IUPPITERAVRATIPACASSETIURGIAPOMIPoMI
QVILITEMSEDETSEDPARISELIGITURTUR
ユ ゴ ー は,こ の 言 葉 を 〈JupiterdelapommeeOtapais61agu6rre,
MaisParisestcho{sipourarranger1'affaire.〉と 「ア レ ク サ ン ド ラ ン」
に 訳 し て い る 。
この 「パ リスの審判」 を両傍 か ら縁取 り∫ 中心部 を引 き立 た せているつ
づれ織 は,1枚 は メル ク リウス を,も う1枚 はバ ラ色 の チ ュニカ を着 た1
人 の若 い女性 が彫 像 を眺 めてい る姿 を描 き出 して いる。
この部 屋 の左 か ら一一番 目と二番 目の窓 の問 には,テ ー ブルが1つ 置かれ,
その.ヒに17世紀 の戸棚 が載 せ られ てい る。 この テー ブルは,.もとは螺旋形
の脚 を6本 持 った大 きなテー ブルで あ った のだが,ユ ゴーが これ を真 ん中
か ら細 長 く真 っ二 つに切断 し て し まった のであ る。 つ ま り3脚 のテー ブル
を2っ 作 った ので あ る。 従 って,片 側 は壁 面 に支 え られ る ことにな った の
で あ る。.この片割 れ は,隣 りの寝 室 の窓 と窓 との間 に置か れてあ る。 この
テー ブルの上 に も17世紀 の,彫 刻 を施 され た戸棚 が載 せ られてい る。
二 番 目'と三番 目の窓 め間 には,か な り古 い,ど っし りと した櫃 が 置かれ元
その上 にぽル イ14世風 の,金 箔 の施 された大 きな鏡 が載 せ られ てい る。第 ・
三番 目の窓 の鎧 戸 の内側 には,左 にVictorのV,右 にHugo'o)1-1が彫
り込 まれ,彩 色 されてい る。
この部屋 の3っ の窓の上方 には,ユ ゴーに よ ってデ ザ イ ンされた木製 の
作 品 が陳 列 され てい る。 ユゴー は,こ れ を 「透 か しの フ リー ズ」 と呼 んで
ロくゆ
いた。 最初 の作 品 はVの 文 字 を,二 番 目は2つ のJで 縁取 られたVHの
文 字 を中心 に した,帯 状 の浮彫 装飾 であ る。 ユ ゴーは ここで,.恋人 ジ ュ リ
エ ッ ト ・ドルー エ(頭 文字J)に 常 に見守 られ てい るヴ ィク トール ・ユゴ
・"(9)
?
一(VH)を 誇示 したか ったのであろ うか?こ のように自分 を誇示 した
装飾は,温 室入 口の上方 にもかな り大 きく示 されているが,特 に 「食堂」
(1階)で 著 しく示 されていた ものである。
「仕事部屋」 と隣 りの 「寝室」 を仕切 っているのは,フ ランボワヤン様
纏
式 のゴチ ック建築 とも言 うべき壮大な聖職者席 である。背托せの中央には
イエス ・キリス トの生誕 の図が彫刻 されてお り,そ の上方に層形紋章が刻
まれ ている。 そ こには,フ ラ ンス王家 の家紋 とメデ ィチ家 の家紋 が認 め ら
れ る。 これ と同 じ盾形紋 章は,こ の椅子 の下方,つ ま り,人 が坐 った場合,
丁度脹 ら脛 の当たる部分 にも刻み込 まれている。
個.
G・ リヴ ェ氏によれば,こ の聖職者席はシャル トルのカテ ドラルにあ っ
た もの らしい。 フランス王家 の令嬢たちが聖地詣でとしてこのカテ ドラル
に立ち寄 った際に,こ の席に坐 ったのだ,と 言 うのである。
「仕事部屋」か ら 「寝室」への通路は,1.5メー トル位の幅で,別 に仕
切 る ものは何 もない。「仕事部屋」か らベ ッ ドが まる見 えの状態であるが,
この通路め両側には大 きな螺旋形の円柱が異様 な表情で立 っていて,ベ ッ
ドの方 を見ようとして もこの円柱 に目を奪われ,ベ ッ ドまで日が届かない
かのようである。 この2本 の円柱は,ど こかの教会 の祭壇背後の装飾衝立
の一部であ った らしく,、極 めて対照的 な色彩が施 されている。左側の円柱
は,黒 地に赤いブ ドー の幹が上から下 まで螺旋状に巻 きついた もので,そ
　
の葉 と実は黄金色である。 土台の部分にはTRISTITIAと刻み込 まれて
いる。「ブ ドー 酒は悲 しみを吹 き飛ばす」 とい うのであろ う。右側の柱は,
赤地に黒のブ ドー の幹,葉,実 が左側 と全 く同 じ形 で巻 きついた ものであ
=る 。土台にはLAETITIAと彫 られている。「喜びその もの も,少 しは 悲
毛 しみになる得 る」 と言いたいのであろ う。
この円柱 の右側 の部屋の仕切 りも聖職者席である・背莞せの左側には3
人の聖人 とユゴー家の家紋カミ刻 まれてお り,そ の右側には,1メ ー トルほ
どもあ る聖ペ トロの立 像 が浮彫 に され ている。 そのす ぐ 上には,「玄関」
(10)
内部 を窺 っていた例の小さな顔が部屋 の様子 を窺 っている。.
「仕事部屋」の中央には,木 製の巨大な燭 台がある。全面が彫刻 された;
32枝の大燭 台で3「火の木」 と呼ばれている。.
1859年5月7日,ユゴーは手帳 に 「火の木 と呼んでいる大 きな木製の燭
ゆ
台が,5月7日,今 日完成 した」 と記 している。
この燭 台の天辺には,魅 力的 なマリア像が立 っていて;部 屋全体 を見下
ろしている∴ まるで 「槻の間」全体 の雰囲気 をつかさ どっているかの よう
であ る。 この彫像はユゴー自身の手 によって彫 られた もあである。32枝の
各 ロー ソク立 てば糸巻(日 本の ミシン糸巻)で で きているのだが,指 摘 さ
れるまではそれ と判 らないほ ど巧みに組 み合 されている。 この大燭 台の32
枝 を支 えている本体(高 さ1.5メー トル,幅40センチ四方)は ガ ンジー島
の樹でできている。 この本体の四面に刻 まれた浮彫は,聖 パ ウロと彼の剣,
聖ペ トロと彼の鍵,聖 ア ンデ レと彼の十字架,聖 マチア と一匹の雄鹿 であ
る。
「悲 しみ」 と 「喜び」の円柱 の間 を通 って寝室に入 ると,ま ず最初 に,
豪壮 なベ ッ ドが我々の眼 を驚かせ る。一これは 「仕事部屋」か ら見えた もめ
であるが,近 くで見 ると,そ の巧妙 な細工には喫驚するばか りである。搬
のこのベッドは・6蹄 風酢 られたもので・地 味ではあ昧 厳 しく連
々 としている。 このベ ッ ドを眺めていると,封 建領主の…斜多な生活が彷彿
として くるよ うであるご
枕頭の部分は三段階に3っ の部分か ら成 っている。一番下の厚板 にはギ
リシャ神話の トリ トンや流れの精ナ イアー ドが大 きく浮彫にされ,そ の周
囲には,何 や ら判 らない連続模様の縁取 りが施されてしこる。細長い,昔 の
壁画 を想起 させるよ うな構図である。両側には コリン ト式円柱があ り,そ
の上の装飾板 を支えている。 この装飾板は下部の浮彫 よ り幅が狭 く,色 合
いもずっと黒 ずんでいる。下のが壁画 だとすれば,こ れは額縁に入 った肖





画面の中心で笑 ってお り,左右には奇怪な花が2っ 対称的に並んでいる。
画面の下の方には 「ヒ ドラ」か蛇 を思わせる気味の悪い装飾が彫 り込 まれ
ている9こ の額縁の両側にも柱が2本 あ り・最上部の装飾 を支えてヤ・る・
こめ柱は下のそれとは違い角張っている。表面にはギリシャ的雰囲気 を感
じさせる装飾が浅浮彫 として刻 まれている。 この角柱に支えられた最上部
は神殿の模形あような ものである。 台座にはNOXMORSLU巽 と刻み込
まれ,屋 根 の尖 端(ベ ッ ドの天井 すれ すれの所)に は象牙製 の人間の顔 が
嵌 め込 まれ てい る。「寝室」 を見下 ろ してい る この顔 は,鼻 を中心 に して,
左右 に2つ の表情 を持 ってい る・ 一つは髭 を生 や し,口 を閉 じた男の顔 で
あ り,一 つは死者 の顔 であ る。,この 「象牙製の双面 のヤヌ ス」 は,実 は,
ユ ゴー が1843年に彫 刻家 フ1ラデ ・エか ら貰 った ステ ・キの握 りなので ある・
ベ ッ ドの天井 は,ガ ニ ンジ一高の 古い櫃 か ら取 られた厚板 で全 面が覆 わ
れ てお り,「寝 室」の天井 に ぴ った り とつ け られてい る。 ベ ッ ドの天井 を
支 えてい る4本 の柱 は,螺 施形で,2階 の 「サ ロ ン ・ブルー」 に使 用 され
ていた細 長 い円柱 と同 じもので ある。 ベ ッ ドの台の部分 には全体 にわた っ
て巧 みな彫刻 が施 され ている。足 部の側 面,つ まり,「悲 しみ」 と 「喜 び」
の円柱 の間 か ら入 って直接 目にふれ るベ ッ ドの 台の部 分 にはピ ア ビラハ ム
　
の犠牲 が描 き田 され,両 面 には小立像 が刻 み込 まれてい る。 この台の上部
には1本 の杖 の よ うな棒 が マ ヅ トレス との見切 りと して嵌 め込 まれ ている。
その棒 には,引 きつ った 目を した4っ の顔 が,30セ ンチ間隔に一列 に並 び,
アブ ラハ ムの犠牲 を見下 ろ している。
ベ ッ.ドカバ「は,赤,緑,青 で彩 られたつづれ織 であ るが,す でに,か
な り色 あせてい る。rこの威 厳のあ る巨大 なベ ッ ドは,ま だ誰に も使 用 さ
　
れ て い な か った 。」 と,1861年 に シ ャル ル ・ユ ゴ ー は 書 い て い る。 ユ ゴ ー
は,「 ガ リバ ル デ ィー の ベ ッ ドを,夕 方,自 分 の衣 服 を広 げ る た め に使 っ
ただけである。衣服だけな らべ ッ 日こしわをイ乍る心配がないからであ習。」
このように 「樹の間」は特別に大切 にきれ,神 聖な部屋 として扱われて
(12)
いたが,ユ ゴーはなぜ これ程 まで にこの部屋 を大切に し,ガ リバルデ ィー
のために とってお きたか ったので あろ うか?そ れは,ガ リバルデ ィーが
実際に この部屋 を使 わなか った として も,ユ ゴーの心 の内部には常にガ リ
ベルデ ィーの よ うな英雄が生 き続 け,こ の部屋に住んでいたか らではない
だろ うか?ユ ゴーが最後 の歴 史小説r93年』 を書 くことがで きたの も,
恐 らく,ガ リバルデ ィーが心の中に生 きていたか らではないだろ うか?
ベッ ドの右壁面には彫刻 された美 しいガー ンジー島の戸棚がある。 この
戸棚の上 の部分にはルネサ ンス時代 を偲 ばせる装飾が施 されている。 中央
の男の顔 が印象的である。 この戸棚の両側 には異 った様式 の2本 の円柱が
刻 まれ,最 ⊥部 の突 き出 し装飾 を支 えている。




この戸棚 の右 には,淡 黄褐色の皮でで きた異様 なソフ ァがある。全体的
装飾は大小様 々な鋲で描 き出された アラベスク模様であ るが,中 心的部分
には,銅 板 の装飾品が同 じ鋲で留 められてい る。 このソフ ァは,昔 の花嫁
が嫁入 りの時持参 したあの 「長持」で作 られた ものである。肘掛けの部分
は,内 側が肘掛 けの支柱 の厚 みだけ窪んでいる。ユゴーは この窪みに手紙
や原稿 を山積 みに していたと言 うことである。
ユゴーは こうい った類の隠 し場所が大変好 きで(「サ ロン ・ブルー」の
〈Kissmequickcorners>はすでに見た通 りである),彼 の寝室(4階)
の壁面には秘密の戸棚が幾つか作 られている。従 って,こ の寝室の仕切壁
には,ま るで寄木細工のよ うに,正 方形,長 方形,三 角形 な どの彫 り込 み
が施されている・実際,ユ ゴニの死後幾年か経 った頃,こ れ らの戸棚の一
1"(13)
??
つp・ら彼 の原稿rア .ミー ・ロ ブ サ ー ル 』 が 彼 の孫 ジ 。ル ジ ュに よ って発 見 『
されてい る,
このソブ ァの座席の部分は,ユ ゴーの妻アデールが嫁 に来 る持持 ってき
た長持であると言われている。背免せの上部は別 の 「花嫁 の長持」 の蓋が
使用 され てお り,王 冠模様 を中心に して,両 側に この長持の所有者 の頭文
字S-Mが 描かれている。肘掛け支柱 の正面には,他 の模様 と混 じってそ
れと判 らないように,左 にV,右 にHが 描 き出されてい る。
この ソフ ァの右側には大 きな戸棚があ るのだが,そ の扉 もまた同 じよ う.
に,「花嫁 の長持」の蓋でで きている。 この扉 はソファよ りもかな り複雑な
模様が描かれ,装 飾品 も華やかで,一 層豪華な感 じを与 えている。中心部
と右上,右 下には,そ れぞれ 「玄関」,「食堂」,「槻の間」に見 られた小 さ
な顔が金箔 を施 されて寝室内部を窺 っている。
この扉 の両側 には,.ベッ ドの枕頭 を飾 っていた コリン ト式円柱 と同 じも
のが嵌め込 まれ,エ ンタブ レチ ュアを支えてい る。こ のエ ンタブ レチ ュア
は古い櫃 を壊 レて作 られた もので・…面に彫刻が施 されている。特に,2
人の牧神 の間にい るヨゼ フと,彼 を誘惑 し,そ れが適わなか った近衛将監
ロ
ポテ ィフ ァル の妻 の彫像 が 目立 ってい る。 ユ ゴー は この戸棚 を 「ポテ ィフ





寝室出口付近の天井は2枚 の小 さなつづれ織で飾 られているが,こ れは
ユゴーの娘 アデ・一ルによって織 られた もので ある。バ ラ色の花 や小鳥たち
















4階 「見晴 ら し台」
「ルック・アウト見晴 ら し台」 は,ユ ゴ_搬 事部屋 と して屋根 の部 分 礎 て させた,
完全 に ガ ラス張 りの,温 室の よ うな小 室 で あ る。海 と空 とい う広 大無 辺 な
空間 に通 じた,太 陽 の さん さん と照 り輝 く見晴 らし台で あ る。 ご とか らは
様 々な もの が一'望の うちに眺 め られ る・ 左 の方 面 には ・ オー トヴ ィル の坂
道,様 々 な庭 園,2っ の教会 の尖 塔,ヴ ィク トリア塔,セ イ ン ト ・ee・一.タ
ー港 の入 り組 んだ家並が見 える・右の方には・海岸に向か ってゆるやかに
下降 して い る オー トヴ ィル ・ハ ウ スの庭 や近 所 の庭,波 の泡 が 白い縁 飾 り
を作 り,規 則的 に くだ け散 るヘ イヴ レッ ト湾,欝 蒼 と した ベル ヴ ェデ ー ル
の丘 な どが見 え る。 正面 には,セ イ ソ ト ・ピー ター港 とその埠頭,コ ル ネ
・'(15)

















ッ ト城,セ イン ト ・サ ム ソ ン岬,八 一 ム,ジ ェス一一,ジ ャー ジー等々 の 島
々 が,ま た,晴 れた 日には特 に フ ランス海岸 まで見 え る。
4階 の 「控 えの間」 か ら入 って左 手 ど右 手 に長椅子 が一 つ ずつ置か れ て
あ るが,右 手の長椅 子 は非常 に巨大 な,三 段 にな った階段状 ベ ジ ドで ある。'
この ベ ッ ドは 「見晴 らし台」 の一・角 をほ とん ど完全 に 占領 して しまって い
る。 誠 に奇妙 な恰好'をしているので,一 体 どの よ うに使用 されたのか と不
審 に思 って いた のであ るが,こ のベ ッ ドは,人 間のた めでは な く,書 き上'











九この部屋の海に面 した左右の角 には,50センチ四方の,黒 い木製の棚板
のような ものが備 えつけられている。 これはユゴーの机である。ユゴーは,
この机 を前 にして・立 った ままで仕事 をしていたのである。眼前には広大
な海 と空が広がっている。次か ら次へ と完成する原稿は後ろの長椅子にほ
うり投げられて行 った。 この長椅子には,『諸世紀の伝説』,『レ ・ミゼラ
ブ ル 』・ 『ウ ィ リア ム ・シ ェ イ ク ス ピ ア』・ 『街 と森 の 歌 』・ 『海 に 働 く人 々 』・
『笑 う男』,『サタ ンの終 り』,『神』等々の 膨大な傑作が載せ られたのであ
る 。
ユゴーは,肉 体的健康 を保持することには常に気 を寵 っていたようであ
るが・特 ピ 燗 の働 ミ足力'ら弱 って行 く民 うこと破 く知 ってレ'て・
でぎるだけ足を使い,あ まり坐 ることのないよう努めていたようである。
彼が立 つ.たまま原稿 を書いたのも・構想 を練 る時ド歩 く習慣がっいていた
のも キ記のよう鯉 由か らであ っ.た;
左右の立 ち机の中央,つ まり,入 口の真正面に白い陶器製の暖房器があ
る6ル イ15世風 の もので,大 変美 しい光沢 を帯 びてい る。 て っ・ドん の蓋 の
部分 にぽ,手 にバ ラの花 を持 った魅 力的 なヴ ィーナスの小立像があ り,こ
の蓋 の把 手の役 目を果 してい る。
正面の腰板 の部分 は,「食 堂」の 暖炉 に使 われていた タイル と同 じもの
が使用 され,壁 面 が立体的 に装飾 され てい る。 まるで数多 くの絵 皿が掛 け
られ ているかの よ うであ る。
び
暖房器 の右側,つ ま り,右 の立 ち机 の左 手壁面には,.2っの部分 か らな
イ
る大 きな鏡が嵌め込 まれてあり,外側 の煉瓦製暖房用煙突 を隠 している。
この鏡 とちょうど対称的な位置にも大 きな鏡が一枚置かれ,外 側の海 を映
し出 している。?ま り,ユ ゴーが立 ち机に向か って仕事をしている時,左
手前方には当然不粋な煉瓦の煙突を目にする訳なのだが,そ こに見えるの
は,背 後の鏡に映 った青い海の光景とい うことになるのである。
床の中心部は卵形のガラス製の床にな っていて,下 の螺旋階段 を明る く
(18)
している。下 か ら見ると,単 な る 天窓の ように思 えるのだが,「見晴 らし
台」 にいるユゴーには,階 段 を上 が って来 るのが誰 なのかは っき りと見え
るようにな ってい るのである。
この 「見晴 らし台」 は,夏 は焼 けつ くよ うに暑 くゴ冬は凍 るよ うに寒 い
とい うことであ る。「見晴 らし台は夏にはがな り暑 くな り,ペ ンキが はげ
落ち,鏡 の裏箔が熔けるのではないか と思 われ るほ どです。陶器 の照返 し
で眼 が眩 むほ どです。 このか まどのよ うに暑 い部屋 で,彼'(ユゴー)は 帽
ロ
子 もか ぶ らず,静 か に原稿 を書 いて いた めで す 。」 ユ ゴー は,毎 日,夜 明
け と共 に起 き,生 卵2っ と冷 た い コー ヒー を一杯 飲 む と,す ぐに仕 事 に取
りかか って いた。 太 陽 に焼 かれ なが ら11蒔まで仕 事 をす る。 その後,一一裸に
な る と冷 た い水 を頭 か らかぶ り,皮 膚摩 擦用 の手 袋 で体 を ご しご しこす る
'
ので あ る。 この冷水摩 擦 は 日課 に な って いた。 そ して昼食 後 は,恋 人 の ジ
ュ リエ ッ トと散 歩 に出 るのが 習 慣 とな って いた。 「た い ていの場 合 ∴ ユ ゴ
ーは ,ジ ュリエ ッ トに,た だ並 んで 黙 って歩 くよ う命令 した めで,彼 女 に
はそ れが不満 で あ った。 〈いい 着 想 を得 よ うとな さるの もけ っこ うで す け
ど,あ ん ま りその ことば っか りお考 えにな らない'ように して くだ さい。私
は 道 を歩 きなが ら,も う少 しあ なた の そば に近 よ って,あ なた とお 話 が し
た い ので す。 … …〉彼女 には 話 した い こ とが 山ほ どあ った の だ!ユ ゴー
が女 中た ちに言 い よってい る こと を非 難 しな ければ な らなか った し,彼 女
が 〈オー トヴ,イル ・ハ ウ ス〉 か ら しめだ され てひ と りで住 んで い るた めに
ガー ン ジ一 路の住 民 た ちか ら変 な 目で見 られ て困 ってい る こ と も話 さなけ
れ ばな らな か った。 …… ガー ン ジー 島では,見 る もの聞 く もの すべ てが彼
ど
女 には珍 しかった・彼女は 〈骨の髄 まで幸福〉であ った。 ヴ ィク トー ルは・ 三
夜 の散歩に彼女 を連れて行 き,彼 女 に三 日月と宵の明星 を見 せ な が ら,八
　
〈霊魂 を乗せた軍艦 とその ランチだ よ〉 と言 った りした。」




「見晴 らし台」の隣 りには,天 井 の低 い,狭 い部屋がふたつ あるが,そ
の うちのひとつ を,ユ ゴーは 自分の 「寝室」 に していた。「寝室」の 一 番
奥 まった壁面 に添 って,長 椅 子兼用 のベ ッ ドが置いてある。大変低いペ ツ
ドーで・、床 か ら16.センチ位の高 さしか ない。 ベ ッ ドの表面は・絹 の黄色地 に
青,緑,す みれ色,バ ラ色で様々 な花や葉の模様 が描 かれてお り,周 囲は
ガーネ ッ ト色の ビロー ドで10センチ幅 に縁取 られてい る。背任 せの部分に
も全 く同 じ装飾 が施 されている。・t
当時 ユゴーぱ円い木の コロのよ うな長枕 を使 っていた,と 言われている。
「ヴ ィク トール ・ユ ゴー は,使 いなれ た毛布 に い きな り くる まる と,ほ と
ん ど瞬 く間に寝入 って しまった。普通の枕ではな く,円 い木の長枕 に頭 を
載せて。中央が少 し弓形にふ くらんだ丸太で,赤 と金 の ラッカーで仕上げ
られた ものである。 ユゴーが このよ うに固い長枕で寝 るのは,彼 がすべて
の ものに対 して抱いているあの様 々な理論的思想の一つ を持 っていたか ら
なので ある。つ まり,人 間は眠 っている間は頭 を非常 に固い もので支 え,
頭部には 空気 が 自由に 流通するよ うに して おかなければな らない とい う
のであ る。 日本人 が こうい う枕 を使 っている。 だ が,こ のよ うな支 えで
寝てい ると寝返 りが で きない訳 であるが,ユ ゴーは 睡眠中は 動かなか っ
㈱
たo… … 」
ユゴーは,眠 二てい る聞 も,い つ も鉛筆 と紙 を乎の届 く所に置 いていた。
そ して気 に入 った詩句や文章がふ と測 こ浮んだ時な どは夢 うつつで それを
ノー トしてお き,「翌 日の朝,夜 収穫 してお いた 穀 物 を 納 屋 にいれ るので
あ った 。」 隣 りの部屋 では女 中 がひ と り寝 ていた。 「ポア ズは かな らず し も
いつ も眠 ってい る とは限 らなか っiた。 フ ァニー,ジ ュリヤ,コ ンス タンス,'
美 しいエ ヴ ァ,マ リヤ ンヌ,ロ ザ リー,セ リナ… … ユゴ ーの私的 な手帳 に
(20)
は,こ うい った若 い小 間 使 た ちに関 す る控 えが,.スペ イン語 や ラテ ン語 で
い っぱ し～書 か れ てい たので あ る。 た とえば,〈ViStoytomadoJulia.〉(ジ
　
ユリヤに会 ってゴ ものに した)元 な ど とい うふ うに 。」
「寝 室」 には,天 井 まで届 く大 きな鏡,ユ ゴ ー夫人 に よ つて描 か れた レ
オポルデ ィーヌ と シ ャルル ・ヴ ァク リめ肖像画 く<いっ む生 きている,あ
の 世で,そ して,私 のなかで〉 と,ユ ゴーの祈 りに も似 た言葉 が添 え られ
ている),愛の神 キ ュー ピッ ドを 表 わ した 二人 の少年 の像,十 字架上の キ
リス ト像,オ ランダ産 の整理ダ ンス等々が整然 と並べ られている。
オー トヴ ィル ・ハウス をつぶさに紹介するとすれば,恐 らく雁大 な分量
となるであろう。 これ まで埋 な部分ゴ 要頴 だ↓ナ観 て来た藷 ある
が,重 要な個所 をかな り見落 してい る。特 にユゴーの書架にあ る書物 につ
いては少 しも触 れることがで きなか った。ユゴーの書架 には1世 界中の若
い作家 たちや民主主義者たちか ら送 られた献本がかな り多 く見 られる。 そ
の本 に書かれた献辞 を読 むだけで も,当 時 のユゴーが世間か らどのよ うに
扱 われていたかが判 り,大 変興味深いのであ るが。例 えば,'ポー ル ・ムー







また,ユ ゴ ーの義理 の弟 で あ り友人で あ るポール ・フニ シ ェは,次 の よ








こ れ ら の 献 辞 を読 む と,ム ー リ・ス また は フ ー シ ェ が ユ ゴ ー に 対 し て 抱 く
尊 敬 と友 情 の 念 の 推 移 が 目 に 見 え る よ うに 判 る の で あ る 。
オ ー トヴ ィル ・ハ ウ ス の 内 部 を ひ と まわ り し て特 別 に 感 じ る こ とは,大
.小き まざ ま な 鏡 が 方 々 に 嵌 め 込 まれ て い て,そ れ ら が 単 に 物 を映 す だ け で
は な く,・何 らか の効 果 的 な 役 目 を帯 び て い る こ と,ど の 部 屋 に も 中 世 趣 味,
中 国 趣 味 が生 か さ れ て い る こ と,全 体 的 な 特 徴 と し て は,ゴ チ ッ ク 様 式,
.ル イ15世様 式 が オ ー トヴ ィル ・ハ ウ ス を支 配 し'てい る こ と,等 々 で あ る。
「ヴ ィク トー ル ・ユ ゴ ー は,フ ラ ン ス詩 の 改 革 者 で あ った が,装 飾 術 や
　
家具製作術 に於 け る先駆者 で もあ った。」 とア ンリ ・ウセー は言 っている。
オー トヴ ィル ・ハ ウス を知 る ことは,ユ ゴーの作 品 を理解 す るば か りでは
な く,ユ ゴーの ロマ ン主義 を理解 する上で も大変重要 な ことなので あ る。
注
五











(8)3つ の 椅 ヂ に 記 さ れ た ラ テ ン 語 の 意 味 は,LeFils,aiine{1aime.LePere.
(9)L隠輌_働 』 駆 輌 翻m㎡ 、465.
⑩ ペ ー レウ ス とテ テ ィスの婚儀 は,天 上 の神 々の 臨 席 の も とに盛 大 に執 り行 わ れ
たが,そ の時,.争 い の女 神 ユ ウスだけ は この 宴 に招 か れ なか った。 これ に腹 を立
て た エ リスは,こ の婚 礼 の賑 わ い に水 を差 そ うと考 え,黄 金 の リンゴ を 一 つ もっ
て きて,そ れ を神 々が 列 座 して い る饗宴 にほ う り込 ん だ。 その リンゴ には,「い ち
ば ん美 しい 女神 へ」 と記 してあ った 。 女神 た ち の閥 には 翻 しい対 立 と睨 み合 い と .
が 持 ちあ が った。 ゼ ウ スの 妃 へ ー ラー,男 ま さ りの女神 ア テー ナー,美 と愛 の主
神 ア プ ロ デ ィー テー の三 人 は,各 自,自 分 こそは この リン ゴを受 け るに価 す る美
女 で あ る と思 ってい た。 ゼ ウス大 神 は,こ の判 定 を自分 で下 す の を 避 け,こ の
「優雅 の審 判 役 」 を少 年 パ リスに 委 ね る ことに した の であ る。 『ギ リシア 神 話 』呉
茂 一一著,新 潮 社版361頁参 照 。 尚,ユ ゴ ーは,こ の天 井 の 言葉 を次 の よ うに訳 して
い る。'
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⑫ 、15r世紀 頃 の 火 炎 を 模 し た 鋭 尖 ア ー チ の 多 い 様 式 。
⑬GRivet:VictorHugocheglui,Paris,MauticeDreyfous,1878p.120.
a4左 側 はLaTristesse,右 側 はLaJoieを 表 わ して い るo
(15)(EztvresCoiiipl∂tesdeVictorHugo,op.cit.TomX.p,1478.
鍋Nuit.Mort.Lumi色re.
⑰ 『聖 書 』 「創 世 の 書 」 第22章 参 照 。
⑱Delalande:Victorlltcge,op.cit.P.97.
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